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派
遣
や
請
負
な
ど
の

「間
接
雇

用
」
が
急
速
に
増
加
し
、
そ
の
弊
害

が
際
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
、

話
題
と
な
っ
た
の
は

「偽
装
請
負
」

と

「日
雇
い
派
遣
」
で
す
。

公
共
に
も
広
が
る
「
偽
装
請
負
」

ま
ず
、
偽
装
請
負
で
す
。
マ
ス
コ

ミ
で
は
昨
年
か
ら
、
世
界
的
大
企
業

の
製
造
現
場
で
偽
装
請
負
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
目
立
つ
の
は

「官
か
ら
民
へ
」

の
流
れ
の
中
で
広
が
る
公
共
部
門
で

の
業
務
委
託
化
で

す
。
そ
の
な
か
に

は
「偽
装
請
負
」と

し
て
法
的
に
問
題

に
な
る
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
4
年
3

月
か
ら
製
造
業
に
も
派
遣
が
解
禁
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
初
、
派
遣
受
入
は

1
年
ま
で
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
実

際
に
は
、
製
造
業
で
は
偽
装
請
負
が

広
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
派
遣
解

禁
以
降
も
派
遣
法
の
規
制
を
避
け

て
、
適
法
な
派
遣
へ
の
切
り
替
え
が

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に

偽
装
請
負
の
蔓
延
が
逆
に
浮
か
び
上

が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
偽
装
請
負
を
め
ぐ
っ
て
、

法
的
に
は
、
①
偽
装
請
負
か
、
実
体

.
の
あ
る
適
法
な
請
負
か
と
い
う
基
本

問
題
以
外
に
、
②
偽
装
請
負
の
場

,
合
、
労
働
者
が
、

発
注
企
業
と
の
間

に
雇
用
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
か

(直
接
雇
用
)、
③
②
で
雇
用
関
係

が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
常
用
雇
用

と
言
え
る
か
、
④
受
入
企
業
は
、
請

負
労
働
者
が
加
入
す
る
労
組
と
の
団

体
交
渉
に
応
ず
る
義
務
を
負
う
か
が

焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
労
働
契
約
を
結
ん
で
働
く

極
限
の
不
安
定
雇
用

次
に
弊
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
日
雇
い
派
遣
で
す
。
今
年
8

月
に
は
最
大
手
の
フ
ル
キ
ャ
ス
ト
が

違
法
派
遣
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
し

て
か
な
り
の
事
業
所

・支
店
に

「事

業
停
止
命
令
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
的
根
拠
が
な
い
天
引
き
問

ま
た
、
公
的
就
労
事
業
も
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
政
府
は
70
年
代

以
降
、
日
雇
い
労
働
者
の
た
め
の
各

種
制
度
を
縮
小
し
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
99
年
派
遣
法
改
正
で
、
対

象
業
務
が
原
則
自
由
化
さ
れ
、
1
日

～
数
日
の

「
ス
ポ
ッ
ト
派
遣
」
も
容

認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
電
子
メ
ー

ル
で
の
派
遣
先
就
業
条
件
の
明
示
が

可
能
に
な
り
、
携
帯
電
話
を
利
用
す

る
日
雇
い
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
が
広
が

る
背
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「4
～
5
割
も
ピ
ン
ハ
ネ
さ
れ
て

い
る
」
「朝
早
く
集
め
ら
れ
た
が
労

働
時
間
に
算
入
さ
れ
な
い
」
「慣
れ

な
い
引
越
業
務
で
社
員
に
怒
鳴
ら

れ
、
蹴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
「凍

る
よ
う
な
深
夜
の
警
備
業
務
で
体
調

が
お
か
し
く
な
っ
た
」
な
ど
、
日
雇

い
派
遣
労
働
の
実
態
は
、
①
日
々
雇

用
の
不
安
定
さ
と

②
派
遣
=
間
接

雇
用
の
弊
害
が
加
わ
っ
て
最
悪
の
無

権
利
な
働
き
方
で
す
。

偽
装
請
負
や
日
雇
い
派
遣
で
は
、

正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
て

も
格
段
に
低
劣
な
労
働
条
件
で
す
。

ま
た
、
何
時
で
も
切
り
捨
て
可
能
な

フ
ル
タ
イ
ム
非
正
規
雇
用
と
い
う
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
半
面
、
企
業
は

安
い
労
働
力
利
用
が
可
能
と
な
り
、

大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
さ
に
、
「格
差
社
会
」
の
縮
図

第
9
回
偽
装
請
負
と
日
雇
い
派
遣

禁
止
す
べ
き
極
限
の
劣
悪
雇
用

法
的
に
は
、
こ
う
し
た
偽
装
請
負

は
、
派
遣
法
に
違
反
す
る
違
法
派
遣

で
あ
る
と
と
も
に
、
職
業
安
定
法
が

禁
止
す
る

「労
働
者
供
給
事
業
」
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
来
の
請
負
で
あ
れ
ば
請
負
企
業

は
独
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

受
入
企
業
は
、
そ
の
労
働
者
を
直
接

指
揮
し
て
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
偽
装
請
負
は
、
受
入
企
業
の

社
員
が
請
負
企
業
の
労
働
者
に
直
接

指
示
し
て
働
か
せ
た
り
、
両
社
の
労

働
者
が
混
在
で
就
労
す
る
な
ど
、
実

態
は
派
遣
と
変
わ
ら
な
い
働
か
せ
方

で
す
。

労
働
者
派
遣
は
適
法
な
場
合
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
偽
装
請
負
は
、
派
遣
法
が
定
め

る
派
遣
先
の
責
任
さ
え
逃
れ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
派
遣
で
あ
れ
ば
、

労
働
基
準
法
な
ど
に
つ
い
て
派
遣
先

責
任
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
が
偽
装

請
負
利
用
の
最
大
の
目
的
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

と
く
に
、
現
行
派
遣
法
で
は
、
製

造
業
務
で
は
1
年
か
ら
上
限
3
年
の

派
遣
期
間
を
超
え
た
と
き
に
は
派
遣

先
に
直
接
雇
用
義
務
が
生
ず
る
こ
と

題
を
き
っ
か
け
に
、
い
く
つ
か
の
日

雇
い
派
遣
企
業
で
労
組
が
結
成
さ

れ
、
裁
判
も
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
、
日
雇
い
労
働
は
、
日
々
新

た
な
労
働
契
約
を
結
ん
で
働
く
、
極

限
の
不
安
定
・
劣
悪
雇
用
で
す
。
第

2
次
大
戦
後
、
建
設
、
港
湾
な
ど
の

業
務
を
中
心
に
広
が
り
ま
し
た
。
職

業
安
定
法
や
港
湾
労
働
法
で
、
悪
質

仲
介
業
者
の
弊
害
に
対
す
る
規
制
が

導
入
さ
れ
た
り
、
日
雇
い
労
働
者
独

自
の
失
業
保
険
、
健
康
保
険
が
制
度

化
さ
れ
ま
し
た
。

で
あ
り
、
ワ
ー

キ
ン
グ

・
プ
ア

と
呼
ば
れ
る
労

働
者
の
受
皿
と

も
言
え
る
働
か

せ

方

で

す
。

「偽
装
請
負
」
を
蔓
延
さ
せ
、
世
界

に
例
の
な
い
「日
雇
い
派
遣
」を
合
法

化
し
た
政
府
の
責
任
は
重
大
で
す
。

と
こ
ろ
が
財
界
は
、
「恵
ま
れ
過

ぎ
て
い
る
」
と
攻
撃
の
矛
先
を
正
規

労
働
者
・
公
務
員
に
向
け
て
、
労
働

法
の
規
制
緩
和
を
一
層
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ね
ら
い
は

「
雇
用
全

体
の
劣
悪
化
」
で
す
。
こ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
に
も
、
偽
装
請
負
や
日
雇

い
派
遣
を
無
く
す
こ
と
が
、
避
け
ら

れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

脇田滋先生の本が

10月に出版されまし

た。非正規雇用、不

払 い 残 業、雇 い 止

め、ワー キ ング プ

ア、過労死、過労自

殺…。 日本の職 場で

「労 働 法 の ない 世

界」と呼ばれる状況

が 広 が って い るな

か、なぜ働くルール

が必要なのか、それ

はどんな法体系か、国際的な流れもふまえて

解き明か しています。

〔目次〕第1章 命 と暮 らしを脅かす働き

方の拡大/第2章 働くルールが必要な労働

者/第3章 働くルールの形成と発展/第4

章 世界の働くルール/第5章 日本の制度

と大企業の思惑/第6章 働くルールの確立

のために(そ の1)/第7章 働 くルールの
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